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み
ん
ぴ
あ
大
飯
に
立
つ

若狭おおいのスーパー大火勢（関連記事２ページ）

題字　作家　水上　勉

広広報報 悠
久
の
炎
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好
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
祭
り
日
和
。

　

高
さ
２０
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
１
ト
ン
の
巨
大
松
明
が
豪
快

に
廻
る
姿
は
、
今
年
も
５
万
５
千
人
の
大
観
衆
を
魅
了
し

た
。
火
の
粉
を
浴
び
な
が
ら
懸
命
に
廻
す
若
衆
。
そ
れ
を

見
守
る
大
観
衆
か
ら
「
ヤ
ッ
サ
ー
」
の
力
強
い
声
援
。
青

戸
の
入
り
江
を
真
っ
赤
に
染
め
た
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
が
倒

さ
れ
る
と
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
悲
鳴
に
も
似
た
大
歓
声
に
包

ま
れ
、
６
、０
０
０
発
以
上
の
花
火
が
夜
空
を
彩
っ
た
。

　

今
年
も
先
陣
を
き
っ
て
華
や
か
に
乱
舞
し
た

Ｙよ

さ

こ

い

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
。
幻
想
的
な
松
明
行
列
。
さ
ら
に
、
円

熟
感
さ
え
漂
わ
せ
た
大
飯
ブ
レ
イ
ズ
の
炎
の
太
鼓
。

　

会
場
を
後
に
す
る
来
場
者
か
ら
「
今
年
の
花
火
は
大
当

た
り
だ
っ
た
」「
前
の
会
場
よ
り
も
落
ち
つ
い
て
各
イ
ベ
ン

ト
が
よ
く
見
え
た
」
な
ど
の
称
賛
の
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
。
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
で
の
ス
ー
パ
ー
大
火
勢
が
大

成
功
を
収
め
た
こ
と
を
実
感
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

ホテルうみんぴあから
悠久の炎が会場に到着

おい観光フレンズも華を添えた

乱舞するＹＯＳＡＫＯＩ

大役を終えた若衆たち

第第
1717
回　

若
狭
お
お
い
の
ス
ー
パ
ー
大
火
勢

回　

若
狭
お
お
い
の
ス
ー
パ
ー
大
火
勢

８
月
６
日　

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯

８
月
６
日　

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
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ジュニアリーダーも大活躍！！

大飯ブレイズの演奏

        大火勢推進員による　
　　　　　　うちわ袋詰め作業

おお

松明行列の悠久の炎を採火

        大火勢推進員による　
　　　　　　うちわ袋詰め作業

聖火台に悠久の炎が灯され、イベントはスタート

        大火勢推進員による
　　　　　　うちわ袋詰め作業

松明行列の悠久の炎を採火行 悠久 を採

ステージテント

若衆頭の保坂さんから締めの挨拶

悠久の炎を採火する時岡町長
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土御門河臨祭

芝生広場

露店（鮎のつかみ捕り）露店（鮎のつかみ捕り）

松上げ

星のフィエスタ実行委員会からの挨拶
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歌
手
「
中
村
あ
ゆ
み
」
さ
ん
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
と

と
も
に
、
夕
暮
れ
、
山
頂
に
星
文
字
ラ
イ
ト
が
灯
っ
た
。

　

来
場
者
の
願
い
が
書
か
れ
た
紙
を
祈き

と
う祷
し
て
南
川
に

流
す
儀
式
、
土つ

ち
み
か
ど
こ
う
り
ん
さ
い

御
門
河
臨
祭
で
は
、
厳お

ご
そ

か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。
河
川
敷
で
行
わ
れ
た
松
上
げ
で
は
、
今
年

も
見
事
に
火
が
灯
り
、
同
時
に
打
ち
あ
が
っ
た
花
火
に
、

会
場
内
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
湧
き
上
が
っ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
名
田
庄
太
鼓
グ
ル
ー
プ「
勇
粋
連
」「
小

粋
連
」
が
迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。

　

人
気
の
お
笑
い
芸
人
や
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
な
ど
も
行
わ
れ
、
多
彩
な
内
容
に
芝

生
広
場
は
た
く
さ
ん
の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　

１
年
で
一
番
名
田
庄
地
域
が
活
気
溢
れ
る
日
。
今
年

も
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
た
１
日
と
な
っ
た
。

土

第第
2121
回　

名
田
庄
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
２
０
１
１

回　

名
田
庄
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
２
０
１
１

８
月
８
月
1414
日　

名
田
庄
あ
き
な
い
館
前
広
場

日　

名
田
庄
あ
き
な
い
館
前
広
場

YOSAKOI

カブト虫抽選会カブト虫抽選会

小浜ガールズによるフラダンス

名田庄太鼓「勇粋連」・「小粋連」
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　　今年4月から
　老人保健施設でリハビリ
　　を担当しています。
　　　よろしくお願いします。

名田庄診療所長　中村伸一

　

医
者
に
な
っ
て
23
年
目
を
迎
え

ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
自
分
が
た

ど
っ
て
き
た
道
の
り
を
思
い
起
こ

す
と
、
当
初
思
い
描
い
た
理
想
と

は
か
け
離
れ
た
医
者
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
医
者
を

め
ざ
し
た
か
と
い
う
と
、
手
塚
治

虫
の
代
表
作
で
、
ニ
ヒ
ル
な
腕
利

き
の
外
科
医
が
活
躍
す
る
漫
画

『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』
の
主

人
公
に
憧
れ
た
の
が
、
大
き
な
理

由
で
す
。
ど
こ
を
ど
う
間
違
っ
て
、

外
科
医
で
は
な
く
、
診
療
所
の
医

者
に
な
っ
た
の
か
？

　

医
者
に
な
っ
て
３
年
目
に
県
庁

か
ら
の
派
遣
で
来
た
の
が
、
名
田

庄
診
療
所
で
し
た
。　

　
　

　

赴
任
当
初
は
、
外
科
医
と
し
て

働
け
な
い
不
満
と
、
一
人
で
何
も

か
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
対
す
る
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
い
っ
た
ん
働
き

始
め
る
と
、
診
療
所
の
医
療
は
、

結
構
奥
が
深
く
て
お
も
し
ろ
い
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
若
く
て
経

験
が
浅
い
ひ
よ
っ
こ
医
者
の
私
に

対
し
、「
先
生
」
と
呼
ん
で
頼
り
に

し
て
く
れ
る
患
者
さ
ん
や
、
温
か

く
接
し
て
く
れ
る
住
民
の
方
た
ち

と
の
交
流
の
中
で
数
年
が
経
つ
と
、

私
自
身
に
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。

　

今
も
昔
も
、
私
自
身
の
中
に
は
、

医
者
と
し
て
二
つ
の
異
な
る
タ
イ

プ
が
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
は
、「
寄

り
そ
医
」
と
「
究
め
た
医
」
で
す
。

　
「
寄
り
そ
医
」
は
、
患
者
さ
ん
の

人
生
や
家
族
の
価
値
観
、
地
域
社

会
の
文
化
や
風
習
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
自
ら
の
人
生
も
重
ね
て
い

く
タ
イ
プ
で
す
。「
究
め
た
医
」は
、

ひ
と
つ
の
道
を
深
く
追
求
し
、
自

分
の
持
つ
知
識
や
技
術
を
で
き
る

限
り
高
い
レ
ベ
ル
ま
で
究
め
よ
う

と
す
る
タ
イ
プ
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
必
要
な
要
素
で
す
。

私
以
外
に
も
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

医
者
の
中
に
は
、
こ
の
二
つ
の
タ

イ
プ
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
内
在

す
る
二
つ
の
タ
イ
プ
の
占
め
る
割

合
が
、
個
々
に
よ
っ
て
異
な
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
ひ

と
り
の
医
者
の
中
で
も
、
置
か
れ

た
状
況
や
経
験
年
数
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
占
め
る
割
合
は
変
化
す

る
で
し
ょ
う
。

　

私
の
場
合
、
ま
だ
若
か
っ
た

こ
ろ
、
な
ん
と
か
知
識
や
技
術

を
吸
収
し
な
け
れ
ば
と
い
う
意

識
が
強
く
、
自
分
の
中
で
の
割

合
は
「
究
め
た
医
」
八
割
、「
寄

り
そ
医
」
が
二
割
く
ら
い
で
し

た
。
け
れ
ど
も
、
名
田
庄
の
方
々

の
温
か
さ
と
や
さ
し
さ
に
守
ら

れ
な
が
ら
徐
々
に
経
験
を
積
ん

で
い
っ
た
私
の
中
で
は
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
「
寄
り
そ

医
」
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
私
の
中
で
は
、
間
違
い

な
く
「
寄
り
そ
医
」
が
九
割
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
８
月
、
メ
デ
ィ
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
か
ら
２
冊
目
の
単
独
著
書

『
寄
り
そ
医
ー
支
え
あ
う
住
民
と

医
師
の
物
語
ー
』
を
刊
行
し
ま
し

た
。
地
域
と
私
の
ス
テ
キ
な
関
係

を
描
い
た
本
で
す
。
読
書
の
秋
に
、

ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

医
療
者
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス 

　
　
　
　
　
　

〜
人
に
寄
り
そ
う
か
？
道
を
究
め
る
か
？
〜

介
護
老
人
保
健
施
設　

な
ご
み　
　

☎
77
・
３
１
８
４

　
　
　
　
　
　
　
　

  

※
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

　

早
期
の
認
知
症
を
診
断
す
る
の
に
使

用
さ
れ
る
評
価
の
ひ
と
つ
に
「
仮
名
ひ

ろ
い
テ
ス
ト
」
と
い
う
評
価
項
目
が
あ

り
ま
す
。

　

ひ
ら
が
な
ば
か
り
で
書
か
れ
た
お
伽
話

を
読
ん
で
い
き
な
が
ら
２
分
間
に「
あ・い・

う
・
え
・
お
」
が
出
て
き
た
ら
そ
の
都
度

○
を
つ
け
て
い
き
、
同
時
に
文
の
意
味
も

覚
え
て
も
ら
う
と
い
う
テ
ス
ト
で
す
。

　

こ
の
テ
ス
ト
の
意
図
は
、
あ
た
え
ら

れ
た
複
数
の
課
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注

意
を
分
配
し
な
が
ら
、同
時
進
行
的
に
、

一
定
時
間
内
に
ど
の
よ
う
に
テ
キ
パ
キ

と
実
施
で
き
る
か
と
い
う
能
力
を
評
価

す
る
も
の
で
す
。

　
「
む
か
し　

あ
る
と
こ
ろ
に
、
ひ
と
り

ぐ
ら
し
の　

お
ば
あ
さ
ん
が
い
て
、
と
し

を
と
っ
て
、
び
ん
ぼ
う
で
し
た
が
、
い
つ

も　

ほ
が
ら
か
に
く
ら
し
て
い
ま
し
た
。

ち
い
さ
な
こ
や
に　

す
ん
で
い
て
、
き
ん

じ
ょ
の　

ひ
と
の　

つ
か
い
ば
し
り
を　

や
っ
て
は
、
こ
ち
ら
で　

ひ
と
く
ち
、
あ

ち
ら
で　

ひ
と
の
み
、
お
れ
い
に　

た
べ

さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
や
っ
と　

そ
の
ひ
ぐ

ら
し
を　

た
て
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も　

い
つ
も　

げ
ん
き
で　

よ
う
き
で
、

な
に
ひ
と
つ
、
ふ
そ
く
は
な
い　

と
い
う

ふ
う
で
し
た
。・
・
・
」

　

こ
れ
は
ご
く
一
部
で
す
が
、
気
に
な
る

方
は
調
べ
て
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
「
も
の
忘
れ
」

大
丈
夫
で
す
か
？

『
仮
名
ひ
ろ
い
テ
ス
ト
』

 

こ
ち
ら

　

     
     

介
護
老
人
保
健
施
設　

介
護
老
人
保
健
施
設　

な
ご
み

な
ご
み

作業療法士　
溝口　彩帆利

老
人
保
健
施
設
か
ら
の
お
礼

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
様
か
ら
「
古
布
」

や
「
和
紙
」
や
「
未
使
用
の
老
人
車
」

な
ど
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
ご
家
庭
で
不
要
と
な
り

ま
し
た
物
品
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ご

協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎67・2000

問い合わせ問い合わせ？？？

地域包括支援センター通信通信

テーマ：：【高齢者の食事のお世話】
と　き：平成 23年 9月 29日（木）
            13 時 30分～ 15時 30分

( 問合わせ先 )　
嶺南地域福祉相談・介護実習普及センター

電話　52・７８３２

  介護者教室について介護者教室について

　町では、高齢者を介護しているご家族等を対象に介護の知識や技術の講習会を開催したり、
介護者同士の交流を図るため「介護者教室」を社会福祉協議会に委託し、開催しています。
　介護のことなどでひとりで悩まずに、日ごろのお悩みや不安を話してほんの少し気持ちと
体の負担を軽くしてみませんか。
　どんな些細なことでも結構ですので、相談したい、利用したいという方は、地域包括支援
センターまたは社会福祉協議会までご連絡ください。　

ぜひご参加
　ください♪

　嶺南地域福祉相談・介護実習普及センターでは介護などの相
談に応じています。また、楽・らく介護講座が下記のとおり開
催されます。

テーマ：【きれいでさっぱり、気持ちよく過ごすために
　　　　　～体の拭き方・部分浴・着替え等～】
と　き：平成 23年 10月 24日（月）
            13 時 30分～ 15時 30分

　場所はいずれも嶺南地域・介護実習センターです。
　詳細は下記までご連絡ください。

介護教室ではこんなことをしてきました。
・介護者同士での情報交換

・介護方法や認知症について学習会

・リフレッシュ体操　　　　　　など

（参加者の声）
最初は右も左も介護の仕方が
わからなかったけど参加して
勉強になりました。



通事故を無くそう交
　大飯駐在所前で交通安全茶屋が開かれ、若狭交通安全協会お

おい支部や交通指導員連絡協議会、交通安全母の会などの皆さ

んが、会社帰りのドライバーにチラシや交通安全母の会が製作

した町のマスコットキャラクター「うみりん」の反射材などを

配り、安全運転を呼びかけました。７月末時点での町内の交通

事故発生状況は、人身事故件数は5件、死者数0人、傷者数

6人で昨年と比較して減少傾向にありますが、物損事故件数に

ついては増加傾向にありますので、くれぐれも安全運転を心が

けてください。　　　　　　　（7月 21日　大飯駐在所前）

交通安全茶屋

88

長するために成
　ニュージーランドへの中学生海外派遣事業の結団式が開かれ

ました。国際社会にふさわしいリーダーを育てようと、町内の中

学生を対象に町が実施しており、今回は９人の生徒が参加します。

　式では、時岡町長が「海外へ行ってみようと決心できたこと

が素晴らしい。まずは元気に、臆することなくホームステイ先

での生活を楽しんできてください。」と激励。また、９人の生

徒全員が「人として成長したい」「現地の事を学ぶだけでなく

日本のこと、町のことを伝えたい」と抱負を語りました。

　　　　　　　　　　　　　（7月21日　総合町民センター）

中学生海外派遣事業結団式

統を守る伝
　「かわそさん」の呼び名で親しまれる本郷地区の伝統行事「水

無月祭」。昨年新調されたピカピカの神輿を肩に、約２０人の

青年義団と呼ばれる男衆が本郷地区を元気一杯練り歩きまし

た。その勇姿を見ようと沿道に集まったたくさんの観客は男衆

とともに「わんよー、さんよー」の掛け声を連呼し、最大の見

せ場となる神輿を担いで海に入る「足洗い」を迎えると、大き

な拍手とともに「今年も良かったぞ、ありがとう。」と労をね

ぎらっていました。　　　　　（7月23日・24日　本郷地区）

水無月祭
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おいに踊る
ふるさと踊りお

　スーパー大火勢前夜祭「ふるさと踊りフェスティバル」が

行われました。おおい音頭を皮切りに名田庄音頭、文七踊

り、ばんば踊り、大島踊り、本郷踊りなどの踊りが披露され

ました。会場を移転して初めての開催で、これまでにない大

きな輪がつくられ、大きな盛り上がりを見せていました。歌

謡ショーやお楽しみ抽選会も行われ、家族みんなで楽しむこ

とのできる日となりました。

　　　　　　　　　　　　　　（8月5日　うみんぴあ大飯）

　使わなくなったおもちゃを持ち込んでポイントをもらい、

他のおもちゃに交換するかえっこバザールが開かれました。

子どもたちは目を輝かせながらおもちゃを品定めしていま

した。おもちゃの再利用を通じて物を大切にする心が育ま

れたり、ごみの量を抑制したりと有意義なこのバザールは

今後も定期的に開催される予定です。　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（7月 30日・31日　こども家族館）

　児童と民生児童委員の皆さんがゲートボールを通じてふれ

あいました。普段したことがない競技のため、はじめは戸惑っ

ていた子どもたちでしたが、民生児童委員の方々にコツを教

わり、最後はチームに分かれて対抗戦。ボールがゲートをく

ぐると大喜び。ゲートボールの楽しさを味わいました。　　

　（7月 28日　し～まいる・あみ～シャン大飯）

と体の体操
ふれあいゲートボール大会頭

米が実るまでって大変！お
　名田庄保育園年長児が、かかし作りに挑戦しました。５月

に実施した田植え体験を指導した西忠彦さん（名田庄下）ら

の協力で、お洒落なかかし４体ができあがりました。

　「お米を守るかかしを作ることを通して、農業への関心や

楽しさを知ってもらい、秋に米が実るまでには色々な苦労が

あることを学んでもらいたい」と西さん。

　子どもたちは、できあがったかわいらしいかかしを大事そ

うに抱え、田植え体験した田んぼへ飾りました。

　　　　　　　　　　　　　　（7月 21日　名田庄保育園）

世代間交流保育「かかし作り」

もちゃの交換会
かえっこバザールお
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出品作品募集について
今年のテーマは、「絆」です。
家族、友人、恋人など「絆」

を感じさせる作品を募集します。
申込期限は、９月３０日（金）

です。出品申込書は各家庭へ配
布させていただきます。

■問い合わせ
おおい町文化協会事務局
（生涯学習課内（内線）421 ）

おおい町教育委員会事務局
（中央公民館） 177-1150

佐分利公民館　178-1211
大島公民館　　177-3011
名田庄公民館　167-3702
大飯図書館
・史料館　177-2820

名田庄図書館　167-3703

お問い合わせは

高齢者交通安全教室
13:30～
講師　交通巡視員等
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館

22

10月開催　4泊5日の合宿通学

家庭生活から離れ、地域の公共施設で
４泊５日の共同生活を体験することで、
主体的に判断し行動する力、豊かな心、
健康でたくましく生きる力を育成するこ
とを目的とした合宿通学を実施します。
対象は、本郷小学校４年生、名田庄小

学校４年生、佐分利小学校３・４年生です。

各小学校を通じて募集を行いますの
で、多数のご参加をお待ちしております。

〈実施期間〉
10月 3日～ 7日（本郷小学校）
10月17日～21日（名田庄小学校）
10月24日～28日（佐分利小学校）

おしらせ

ひまわりらんど
（放課後児童の一時あずかり）
14:45～17:30
場所　名田庄体育館
問い合わせ　名田庄公民館

1

フラメンコ教室
20:00～21:30
講師　石田ちなみ氏
場所　総合町民センター

8,22

生涯学習講座生涯学習講座((全全55回回)) 19:30～21:00
場所：総合町民センター

15日(第2回)
「肥満予防とダイエット」
講師　西墻宮子 氏

29日(第3回)
「心身をいたわる～癒しの時間」
講師　小牧理絵子 氏
内容　ヨーガ

ブックスタート
13:00～14:30
演じ手　図書館ボランティア
場所　保健センターなごみ
問い合わせ　大飯図書館

8

フラワーアレンジメント教室
19:30～21:00
講師　柿本 紀子 氏
参加料　2,000円（材料代）
場所　総合町民センター

2

日本の童謡を歌おう
13:30～15:00
講師　中尾 雍子氏
場所　総合町民センター

3,17
暦イベント
日本の伝統文化を観る夕べ
16:00～20:30
場所　頭巾山青少年旅行村

コンベンションホール

10

絵手紙教室
13:00～15:00
講師　渡辺　淳 氏
場所　ふるさと交流センター
申込　佐分利公民館

ゲートボール教室
13:30～17:00
対象　一般
場所　はまかぜ交流センター

17

9:30～15:00
場所　長井浜海水浴場
参加料　500円（保険料等）
対象　小学3年生～一般
※小学生は原則親子参加

文化少年団活動
（伝統芸能体験）
13:30～15:00
場所　総合町民センター

おしらせ
おおい町民文化祭
11月5日（土）～

6日（日）開催

夕夕食づくり（Ｈ22大島小学校）

33
暦会館・佐分利公民館連携講座
第5回暦教室
10:00～
内容　二十八宿④
講師　暦会館　藤田館長
場所　ふるさと交流センター

224

1010
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月月 火火 水水日日
99月

愛護センター
大飯支部巡回指導
17:00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

15,30

休館します

10月1日からオープンする里山文化交
流センター（ぶらっと）への移転に伴う
引越し業務のため、名田庄山村開発セン
ターは9月1日以降1ヶ月間を休館させて
頂きます。しばらくの間ご迷惑をお掛け
いたしますが、何卒ご理解ご協力の程よ
ろしくお願いします。

4

生生
涯涯
学学
習習
カカ
レレ
ンン
ダダ
ーー

ブランケットファミリー
10:00～11:30
場所　名田庄総合事務所
問い合わせ　名田庄図書館

フラダンス教室
19:30～21:00
講師　荒木 和枝 氏
場所　名田庄総合事務所
問い合わせ　名田庄公民館

7,21
布絵本の会
9:30～11:30
場所　名田庄総合事務所
問い合わせ　名田庄図書館

12

音楽とお話を楽しむ会
11:00～11:30
対象　0歳児～
演じ手　図書館ボランティア
場所　大飯図書館

27

お詫び
日にちと曜日とが同じ欄に

なるように編集しております
が、紙面の制約上、無理な場
合は囲みを入れたり色を変え
て表示しております。
ご了承ください。

英会話教室
6日,13日,20日,27日(火)

◆幼児、児童コース
19:30～20:15

◆一般コース
20:30～21:30

講師：ローラ・アレン 氏
センテーノ・レベッカ氏

場所　総合町民センター

25日（日）
（受付：7：30～）
開会式：名田庄あきない館前　8：40～

18
読書会
10:00～11:30
対象　一般
場所　大飯図書館

布えほんサークル活動
13:30～15:30
対象　図書館ボランティア
場所　大飯図書館

ボランティア講習会
14:00～16:00
対象　一般
内容　読み聞かせ指導
場所　大飯図書館

66

佐分利地区ミニ文化祭
ふるさと交流センター 利用者の作品発表展

9月17日(土)～19日(月)
9:00～22:00（19日は17:00まで）

おしらせ

名名田庄山村開発センター 里山文化交流センター（ぶらっと）

えほん勉強会
9:30～11:30
対象　一般
場所　名田庄総合事務所
問い合わせ　名田庄図書館

18日(日)10:00～
壁面アート親子コンクール
申込期限　9月8日（木）

17日(土)10:00～
第4回やさしい歴史教室
内容　古事記④
講師　暦会館　藤田館長

◆場所　ふるさと交流センター　◆各申込　佐分利公民館

22

1

8,22

生涯学習講座生涯学習講座((全全55回回))

8

2

3,17 10

17

夕食づくり（Ｈ22大島小学校）

3

24
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お
知
ら
せ

■おおい町役場■おおい町役場
　℡77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

テ
ー
マ

　
『
高
齢
者
交
通
事
故
防
止
』

　
『
飲
酒
運
転
根
絶
』

　
『
反
射
材
』

応
募
資
格　

　

お
お
い
町
・
小
浜
市
・
若
狭
町
（
旧

上
中
町
）・
高
浜
町
在
住
お
よ
び
４
市

町
に
勤
務
さ
れ
る
方

応
募
方
法　

　

郵
送
ま
た
は
若
狭
交
通
安
全
協
会
に

持
参　

応
募
作
品　

各
テ
ー
マ
１
人
３
点
以
内

募
集
期
間　

９
月
９
日
㈮
ま
で

　

総
務
省
統
計
局
と
福
井
県
で
は
、
10

月
20
日
現
在
で
社
会
生
活
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
1
日
の
生
活
時
間
や

過
去
1
年
間
の
活
動
の
状
況
な
ど
社
会

生
活
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
仕
事
と

生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

女
性
の
健
康
相
談
窓
口 人身 5

死者 0

傷者 6

物損 82

町 （平成23年 7月 31日現在）

人権相談人権相談

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じています。相談無料で秘密
は固く守られますのでご安心
ください。

無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

若
狭
交
通
安
全
協
会

 

☎
53
・
０
７
４
９

交
通
安
全
川
柳
募
集

日
時

　

10
月
３
日
㈪　

10
時
〜
16
時

場
所

　

小
浜
商
工
会
議
所　

２
階

相
談
内
容　

　

相
続
の
手
続
き
を
し
た
い
、
遺
言
書

を
作
り
た
い
、
農
地
転
用
許
可
申
請
、

各
種
事
業
開
始
の
際
の
許
認
可
申
請
、

車
庫
証
明
申
請
な
ど

日
時

　

10
月
２
日
㈰　

10
時
〜
12
時
30
分

場
所

　

小
浜
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
み　

　

事
前
予
約
制
（
定
員
35
人
ま
で
）
で

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
申

込
期
限
は
９
月
30
日
㈮
17
時
ま
で
（
相

談
時
間
は
一
人
20
分
で
す
）

　

更
年
期
障
害
、
胸
の
し
こ
り
、
不
妊
、

お
り
も
の
等
で
お
悩
み
の
女
性
の
方
は

お
気
軽
に
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
受
付
日
時

　

毎
週
㈪
・
㈬　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

毎
週
㈮　

11
時
〜
13
時

試
験
日

　
（
前
期
）
平
成
23
年
12
月
５
日
㈪

　
（
後
期
）
平
成
24
年
１
月
23
日
㈪

試
験
会
場

　

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院

試
験
科
目

　

学
科
試
験
（
現
代
文
、
数
学
Ⅰ
、
英
語

Ⅱ
）、
小
論
文
、
面
接
試
験
、
書
類
審
査

　

※
そ
の
他
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ラ
ン
ス
）
の
推
進
や
少
子
高
齢
化
対
策

な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

10
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、
対

象
と
な
っ
た
世
帯
に
調
査
員
が
調
査
員

証
を
携
行
し
て
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査

の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
票

に
御
記
入
く
だ
さ
い
。

　

福
井
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
・

賃
金
な
ど
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
迅
速
・
円
満
な
解
決
を
お
手
伝
い

す
る
た
め
に
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
、
費
用
は
無
料
で
す
。

※
「
あ
っ
せ
ん
」
と
は
、
労
働
問
題
に

経
験
豊
富
な
専
門
家
が
お
話
を
伺
い
、

お
互
い
の
合
意
点
を
見
出
し
な
が
ら
話

し
合
い
に
よ
り
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院

☎
52
・
０
１
６
２

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院

入
学
試
験

県
総
合
政
策
部
政
策
統
計
課

人
口
・
生
活
統
計
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
２
７
３

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す

社
団
法
人　

福
井
県
看
護
協
会

 

☎
０
７
７
６
・
54
・
７
１
０
３

行
政
書
士
会
の
無
料
相
談

福
井
県
行
政
書
士
会
小
浜
支
部

 

☎
62
・
１
６
２
５

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

９９
月
1010
日
は

世
界
自
殺
予
防
デ
ー

《
気
づ
き
》
周
り
の
人
の
悩
み
に
気

　
　
　
　

づ
き
、
耳
を
傾
け
る

《
つ
な
ぎ
》
早
め
に
専
門
家
に
相
談

　
　
　
　

す
る
よ
う
促
す

《
見
守
り
》
温
か
く
寄
り
添
い
な
が

　
　
　
　

ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る

（
９
月
10
日
〜
16
日　

自
殺
予
防
週
間
）

県
労
働
委
員
会

☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
９
７

　今年度がん検診は受けましたか？町では
４０歳以上の方を対象に医療機関で受ける
個別がん検診も実施していますので、今か
らでもぜひお申し込みください。　　　　

　　　　　 ☎
☎

＝＝全国統一標語＝＝
１に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後に
クスリ　～健康寿命をのばしましょう～

法
テ
ラ
ス
福
井

☎
０
５
０・３
３
８
３・５
４
７
５
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

本
月
の
運
気
は
、
盛
運
に
向

か
っ
て
い
る
。
万
事
と
ま
で
は

い
か
ぬ
が
急
な
事
は
進
ん
で
も

よ
い
。
迷
い
ご
と
は
も
う
少
し

時
機
を
待
つ
の
が
賢
明
。
猛
進

は
厳
禁
で
あ
る
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

本
月
の
運
気
は
、
盛
運
と
は

い
う
も
の
の
急
激
な
上
昇
は
見

ら
れ
ず
あ
ま
り
期
待
は
で
き
ぬ
。

焦
ら
ず
慎
重
な
言
動
が
必
要
。

周
囲
の
騒
動
に
は
立
ち
入
ら
ず

客
観
的
な
立
場
が
肝
要
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
ま
だ
下
降
気

味
に
あ
り
万
事
に
油
断
は
な
ら

ぬ
。
本
格
的
な
対
応
は
す
べ
て
延

期
し
好
機
を
待
て
。
北
西
の
方
角

に
吉
事
を
求
め
よ
。
よ
き
理
解
者

が
求
め
ら
れ
る
。

9月の運気
   （9月 8日～10月   （9月 8日～10月 88日まで）日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

本
月
の
運
気
は
、
好
運
な
が

ら
非
常
に
乱
れ
が
多
い
月
と
も

い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
月
は
、

あ
ま
り
大
き
な
行
動
は
禁
物
。

静
か
に
周
囲
を
観
察
し
大
き
な

行
動
は
禁
物
。

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

本
月
の
運
気
は
、
上
昇
し
て

い
る
。
躊
躇
せ
ず
行
動
に
移
し

て
も
よ
し
。
し
か
し
独
断
は
危

険
が
多
い
。
協
議
は
十
分
に
行

う
こ
と
が
必
要
。
身
辺
に
も
吉

事
あ
り
引
き
立
て
も
あ
り
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
未
だ
低
迷

を
続
け
て
い
る
が
、
決
し
て
悪

い
月
で
は
な
い
。
臆
せ
ず
前
進

す
る
ほ
う
が
効
果
的
。
た
だ
無

理
な
暴
走
独
走
は
危
険
が
伴
う

恐
れ
が
あ
る
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

本
月
の
運
気
は
、
誠
に
波
瀾

に
と
ん
だ
月
と
も
言
え
る
。
心

の
迷
い
も
生
じ
や
す
く
精
神
的

に
も
落
ち
着
か
ぬ
日
々
が
多
い
。

業
務
上
で
の
争
論
も
考
え
ら
れ

る
。
慎
重
な
言
動
が
肝
要
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

本
月
の
運
気
は
、
未
だ
本
調

子
と
は
言
え
ず
大
き
な
事
業
は

控
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
相
談
事
も

相
応
に
し
て
お
か
ぬ
と
抜
き
差

し
な
ら
ぬ
こ
と
に
も
成
り
か
ね

ぬ
。
現
状
維
持
が
大
事
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
全
て
が
反
対

の
方
向
に
向
か
い
思
わ
ぬ
結
果

を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

の
で
要
注
意
。
内
事
に
関
し
て
は

さ
ほ
ど
の
影
響
は
な
く
先
祖
の

供
養
な
ど
は
吉
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星

二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星

五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星

九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」強化週間
９月５日㈪～９月１１日㈰ 

　毎日の生活の中で、「これは『人権問題』ではないだろうか？」
と感じたり、思い悩むことがあるような場合に気軽に相談できる
場所として、県内各地で人権相談所を開設しています。
　人権問題は、女性、子ども、高齢者にかかわるものなど様々で
すが、特に高齢者や障害者をめぐる人権問題の解決を図るため、
強化週間を設け、電話相談の時間を延長して相談を受け付けます。

９月  5 日～   9 日　 ８時 30分～ 19時
９月 10日～ 11日　10時～ 17時

☎ 0
ナ ビ ダ イ ヤ ル

570・0
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

03・110
（全国共通　人権相談ダイヤル）

受付
時間

高齢者や障害者に対する「いじめ」「いやがらせ」など、
ひとりで悩まず相談してください。相談は無料、秘密厳守。

福井地方法務局・福井県人権擁護委員連合会
（問合せ）　0776・22・5090（内線 3642）

ひとりで悩んでいませんか？ひとりで悩んでいませんか？
　毎日仕事や家事に忙しい親が子どもとふれ
あう時間（家族時間）を伸ばすため、工夫を
して少しずつでも子どもとふれあう時間を増
やし、充実させていこうとする県民運動です。

【実践例】
◇朝時間の活用
・親子で一緒に朝ごはんを食べる

◇親子で昼涼み
（クールライフプロジェクト）
・日中エアコンを切って親子で涼しい場所に出
かけて、家族でふれあいながら節電に協力する
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大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,368.5億kwh 8,507日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,217.3億kwh 8,018日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,626.1億kwh 5,760日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,638.8億kwh 5,778日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 23年 7月末日現在の数値です。

　 　           

  　　          

8 月 9月

本格運転中

大
飯  

発
電
所
と
ぴ
っ
く
す

Topics

　大飯発電所１号機では、平成２３年７月１５日２２時４６分に「Ｃ－蓄圧タンク※圧力高／低」の警
報が発信しました。
　Ｃ－蓄圧タンクの圧力計を確認したところ、圧力が通常４．６０ＭＰａ（４６．９ｋｇ／ｃｍ２）のところ、
保安規定に定める運転上の制限値４．０４ＭＰａを下回り、３．６５ＭＰａに低下していることが確認され
ました。このため、２３時２０分に、窒素供給ラインから当該タンクに窒素補給を開始した結果、２３時
４５分に圧力は４．０９ＭＰａに回復し、保安規定に定める運転上の制限値４．０４ＭＰａを満足しました。
　その後、当該タンクおよびタンク周りの弁や配管の外観点検を行い、異常は認められませんで
したが、圧力の低下した原因を究明するため、安全を最優先に、７月１６日１３時００分から出
力降下し、２０時４８分に原子炉を停止させました。
　皆さまには節電をお願いしている中で、大飯発電所１号機を停止させることになり、ご心配とご迷惑をお
掛けし、大変申し訳ございません。速やかに、今回の事象の原因を究明し、再発防止に努めてまいります。

平成23年

第14回定期検査中

概略系統図

第15回定期検査中

第24回定期検査中

原子炉起動時期未定

原子炉起動時期未定

Ｃ－蓄圧タンク
窒素ボンベ

主蒸気
（タービンへ）

主給水
（復水器より）

窒素により、

タンク内を

加圧

○１次冷却材喪失事故等の発生
　　　　　　↓
○１次冷却系統の圧力が蓄圧
　タンクの圧力より低下
　　　　　　↓
○蓄圧タンク内のほう酸水が、
　１次冷却材系統へ注入される

蓄圧タンクの役割

※蓄圧タンク
　　ほう酸水を蓄えているタンクで、４系統ある１次冷却系統にそれぞれ１基ずつ設置されている。原子
炉冷却材喪失事故時など、１次冷却系統の圧力が窒素で加圧されている蓄圧タンクの圧力よりも低下した
際に、ほう酸水が系統に注入される。
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な ご み

いきいき
  9月

まちの人口
平成23年 8月 1日現在　　（　）は前月比

なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

保健福祉室　☎ 67-2000

小浜病院

■
　 8 日㈭

8日㈭
■ 14日㈬・21日㈬
■ 9日㈮
■ 5日㈪
■ 15日㈭
■ 13日㈫
■■ 7日㈬
■■ 16日㈮
■■

6日㈫
15日㈭

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,863　　　　　（＋２２）

   男　　　　　　4,310　　　　　（＋１０）

   女　　　　　   4,553　　　　　（＋１２）

世帯数　　　　　3,180　　　　　（＋１２）

  4日㈰　 常藤内科医院 　19日㈪     高浜病院

11日㈰ 　高浜病院　　 　23日㈮　 なごみ診療所

18日㈰ 　堀口医院　　 　25日㈰　 和田診療所

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 23年 7月 8日から
 　  平成 23 年 8 月 9日届出まで

赤ちゃん

たかさご

おくやみ

岡　 　昊
こうた

汰　　  男　　 知広・照代　　 ６区

柿本　 羽
は る

琉　　  男　　 昌克・晃子　　 笹谷

中本　 汰
たいき

哉        男　 　貴志・有香　     南浦

濱谷　 虎
と あ

愛　  　男　　 達行・伸子　 　青戸

嶋田　 良
よしき

樹アンドレイ　男　

　　嗣久・サルバション セクレタリオ　 ８区

田　 晃
あきひろ

弘　　  男　　 敏一・裕子　　 １３区

森谷　あ 子　　92歳　　  女　    万願寺

柹本　清子　　   82 歳　　  女　    名田庄納田終

岩﨑　皓昭　　　69歳　　  男　    名田庄納田終

波多野　フサヱ　81歳　　  女　    名田庄久坂

石橋　謙次郎　   93 歳　  　男　    岡安

 内方　悠介　　　　（小浜市）
（岩本） 英里　　　　　９区

 西北　貴志　　　　１３区
（清水） 美緒　        （若狭町）

 山本　将史　　　　笹谷
（羽賀田） 千恵　      （１３区）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

ごめい福をお祈りします。

■ 15日㈭
■ 9日㈮
■ 毎週木曜日
■

5日㈪
7日㈬
9日㈮

　 28日㈬
29日㈭

■ 21日㈬
■ 2日㈮

■納田終・井上・中地区 8日㈭  16日㈮  27日㈫

■坂本・西谷地区　　 2日㈮ 13日㈫ 29日㈭

■下久田・久坂・下地区 6日㈫ 22日㈭ 30日㈮

■三重・小倉・美川地区 1日㈭ 9日㈮ 15日㈭ 20日㈫
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
　
企
画
課
　
T
E
L
 0770-77-1111　

F
A
X
 0770-77-1289　

E
-m
ail kikaku@

tow
n.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
919-2111　

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
23
年
8
月
23
日
◆

広
報

 

▼
い
や
ー
、
良
か
っ
た
で
す
よ

ね
。
４
、５
ペ
ー
ジ
で
も
と
り
あ

げ
ま
し
た
町
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
。

ス
ー
パ
ー
大
火
勢
は
会
場
を
う

み
ん
ぴ
あ
大
飯
に
移
し
、
大
火

勢
や
花
火
の
魅
力
を
よ
り
堪
能

で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に「
大
成
功
だ
っ

た
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た

こ
と
が
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
星
の
フ
ィ
エ
ス
タ
は
何
だ

か
安
定
感
が
出
て
き
た
よ
う
な

気
さ
え
し
ま
す
。
お
笑
い
ラ
イ

ブ
で
は
終
始
、
会
場
に
笑
い
の

渦
が
巻
き
起
こ
り
、
中
村
あ
ゆ

み
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
会
場

が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

の
多
い
昨
今
、
イ
ベ
ン
ト
が
人

に
与
え
る
大
き
な
力
を
ま
ざ
ま

ざ
と
感
じ
た
２
日
間
で
し
た
。

そ
れ
も
こ
れ
も
実
行
委
員
の
皆

さ
ま
や
、
イ
ベ
ン
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま

の
ご
尽
力
の
お
か
げ
だ
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
１
年
３
６
５

日
の
中
で
、
幸
せ
に
な
れ
る
２

日
間
を
楽
し
み
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
な
る
と
）

若
狭
富
士
を
バ
ッ
ク
に
し
た

青
戸
大
橋

              

　

若
狭
富
士
を
バ
ッ
ク
に
青
戸
大
橋
が

美
し
く
映
え
て
い
る
。
１
９
７
３
年

に
架
け
ら
れ
た
海
上
橋
で
あ
り
、
橋
長

は
７
４
３
m
、
橋
幅
は
８
m
、
か
つ
て

陸
の
孤
島
と
呼
ば
れ
て
い
た
大
島
半
島

の
大
島
地
区
、
犬
見
地
区
と
、
市
街
地

を
最
短
で
結
ぶ
非
常
に
重
要
な
橋
で
あ

る
。

　
　
　

写
真
・
粟
野
氏　
（
小
浜
市
）

お
お
い
町
の
景
観

お
お
い
町
の
景
観

おおい町本郷

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
お
お
い
町
景
観
30
選
に
応
募
さ
れ
た
景
観
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。


